
 

平成30年度森林づくり推進支援金の検証・評価について 

 

○平成 30 年度以降の森林づくり推進支援金は、交付対象事業の公表、事業実施

後の検証、評価及びその内容の公表を市町村が自ら行うこととしている。 

○市町村は事業実施後、「森林づくり推進支援金事業総括書」により事業の検証

及び評価を行い、地域振興局を通じて「みんなで支える森林づくり地域会議」

の意見を聴いた後にこれを公表する。 

○平成 30 年度事業の内訳は別紙一覧表のとおり 

 

 

■森林づくり推進支援金交付要綱（抜粋） 

（検証、評価及び公表） 

第 12 市町村長は、森林づくり推進支援金事業総括書（以下「総括書」という。）により当

該交付の対象となった事業の検証及び評価を行い、その内容を地域振興局長に報告する

とともに、公表しなければならない。 

 

 

■森林づくり推進支援金事業実施要領（抜粋） 

（事業内容の検証、評価及び公表等） 

第 11 要綱第 12 に規定する森林づくり推進支援金事業総括書（以下「総括書」という。）

は、別記様式第 15号によるものとする。 

２ 総括書の提出は、要綱第９に規定する森林づくり推進支援金事業実績報告書の提出と

同時に行うものとする。 

３ 地域振興局長は、総括書を別に定める「みんなで支える森林づくり地域会議」に報告し、

意見を聴いた上で、その結果を市町村に報告するものとする。 

４ 市町村長は、前項の報告を踏まえ、事業の検証及び評価の結果を公表するものとする。 
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